
（別紙３）

～ 令和 ７年 ２月 １３日

（対象者数） ２２世帯 （回答者数） ２０世帯

～ 令和 ７年 １月 ３１日

（対象者数） 　５名 （回答者数） 　５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者懇談会の場を設けて、卒業後の福祉サービスについ
ての勉強会を開催する等して、情報提供を行っていけたらと
思う。

2

・身体障害児も一緒に体験に参加していただいているが、負
担なく参加してもらえるよう福祉車両の購入も検討していく
必要がある。

3

・ペアレントトレーニングやきょうだい児支援等は行えてい
ないため、家族参加型の行事等も開催していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・事業所単独で休日に開催することをご案内し、その間は別
の職員が新棟にてお子様をお預かりする態勢を整える等の対
策をとることで、保護者懇談会や親子交流会等の保護者同士
が交流を持てる機会を作れる。

2

・非常時に備えての備蓄（飲食物等）はしているが、スタッ
ドレスタイヤやチェーン、発電機が充分に整備されていない
ため、備えておく必要がある。

3

・STによる個別支援の実施、それを学ぶことで職員の支援力
向上を図る。
・活動を小集団のグループ分けを行い、より特色ある活動を
取り込んでいく。

・法人内のB型事業所と連携を図れること。 ・保護者の方や利用児に確認したうえで、鹿児島市内のデパー
トにてデザート作り、Tシャツ制作、クッキー作りを行って、
働くことについて意識したり、働くことを楽しんでもらえるよ
うにしている。

・祝日開所した際に様々な体験の機会を設けている。 ・映画鑑賞や外食体験の場を設定し、公共施設でのルールやマ
ナーを身に付けられる機会を設けている。

・家族支援として利用時間（８時～１８時）を長く確保してい
る。

・ご家族の思いやニーズに沿ったご利用をしていただけるよう
に工夫している。

・年齢層、発達年齢差、障害が幅広く、個々に応じた専門職に
よる支援が不十分である。

・毎月１回外部のSTが来所されて、お子さんの分析、助言を
行っていただいている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・法人内や事業所同士での保護者説明会等は毎年行っている
が、事業所単独の保護者会を開催できていない。

・休日に開催するとしても保護者の方もご家庭やお仕事の都合
で参加できない方が多くいらっしゃると思われるため、開催で
きていなかった。

・自然災害時に弱い。 ・立地場所が高台にあるため、台風時に道路が倒木で寸断され
たり、大雪時には坂道が凍結する等、通ることが困難となる。

令和 ７年 １月１１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和 ７年 ２月 １４日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　社会福祉法人　信成会　放課後等デイサービス　ふるさとの森　ひろば

○保護者評価実施期間 令和 ７年 １月 １１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

